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今
年
度
か
ら
全
面
実
施
と
な
っ
た
新
し

い
学
習
指
導
要
領
で
は
、
子
ど
も
た
ち
一

人
ひ
と
り
に
、
『
ゆ
と
り
』
の
中
で
『
生

き
る
力
』
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
創
設
さ
れ
た
『
総
合
的
な
学
習
の

時
間
』
は
、
そ
う
し
た
ね
ら
い
を
達
成
す

る
た
め
に
、
各
学
校
が
創
意
工
夫
し
、
各

教
科
で
習
得
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
総

合
的
に
働
か
せ
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
、
知
識
を

教
え
込
む
授
業
で
は
な
く
、
情
報
の
集
め

方
や
調
べ
方
、
ま
と
め
方
、
報
告
・
発
表
、

討
論
の
仕
方
な
ど
の
『
学
び
方
』
や
、
も

の
の
考
え
方
の
習
得
を
重
視
し
、
子
ど
も

自
ら
が
進
ん
で
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
教
育
を
進
め
て

い
く
た
め
に
は
、
学
校
は
こ
れ
ま
で
の
学

校
中
心
の
教
育
観
か
ら
脱
皮
し
、
家
庭
や

地
域
社
会
と
一
体
と
な
っ
た
開
か
れ
た
教

育
の
推
進
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な

『
総
合
的
な
学
習
の
時
間
』
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

『
新
し
い
学
習
指
導

要
領
』
に
向
け
た

市
内
小
・
中
学
校

の
取
り
組
み

『
総
合
的
な
学
習
の
時
間
』
の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
平
成　

年
度
・　

年
度
の
移
行
期

12

13

の
段
階
か
ら
各
学
校
が
適
切
に
実
施
で
き

る
よ
う
必
要
な
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
平
成　

年
６
月
、
『
新

11

し
い
教
育
を
つ
く
る　

懇
話
会
』
を
設
置

21

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、　

世
紀
に
生
き
る
子
ど
も
た
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ち
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
は
ど
う

あ
れ
ば
よ
い
か
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し

合
い
、
登
別
ら
し
い
素
材
を
生
か
し
な
が

ら
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
の
教
育
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
『
総
合
的
な
学
習
の

時
間
』
の
円
滑
な
導
入
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

懇
話
会
で
は
、
５
回
に
わ
た
る
意
見
交

換
の
ほ
か
、
教
育
講
演
会
、
先
進
校
の
視

察
、
広
報
紙
へ
の
掲
載
、
資
料
の
発
行
な

ど
を
行
い
、
平
成　

年
３
月
に
は
、
市
内

12

の
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
自
然
・
社

会
体
験
な
ど
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
団

体
・
関
係
機
関
を
一
覧
に
ま
と
め
た
冊
子

（
資
料
）
を
作
成
し
、
各
小
･
中
学
校
に

配
布
し
、
活
用
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

本
格
実
施
に
あ
た
り
、
各
学
校
と
も
移

行
期
の
実
践
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
創
意

工
夫
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
市

教
育
委
員
会
で
は
、
よ
り
内
容
を
充
実
し

て
実
施
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
、
こ
の
４
月　

日
に
オ
ー
プ
ン
し

25

た
登
別
市
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
『
ふ
ぉ

れ
す
と
鉱
山
』
は
、
子
ど
も
た
ち
の
自
然

体
験
学
習
の
場
と
し
て
、
『
総
合
的
な
学

習
の
時
間
』
の
中
で
も
有
効
に
活
用
で
き

る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　情報社会に対応して、パソコン操作やその技術を取得し、授業や他
の活動への活用を図る学習に取り組みます。

登 別 温 泉
小 学 校

　豊かな自然環境を生かし、地域を『屋根のない学校』として、地域
の方々とのふれあいを通じ、『ふるさと登別』を学びます。登別小学校

　地域のお年寄りとの集会活動や学校園での栽培活動などを通じ、交
流の促進を図る学習をします。

幌 別 東
小 学 校

　価値ある体験を通して、心でじっくり考える『いのちの学習』に取
り組みます。幌別小学校

　環境（３年生）、地域文化（４年生）、福祉（５年生）、国際理解
（６年生）をテーマとする学習に取り組みます。

幌 別 西
小 学 校

　環境や福祉に関する教材を通して、子どもに興味・関心を持たせる
実践活動に取り組みます。富岸小学校

　『青葉の森』の植物や野鳥の観察などを通して、自然環境の大切さ
とそれを守る学習をします。青葉小学校

　地域の高齢者の方々から、得意としている技や知恵を学びながら、
交流を図っていく学習を進めます。若草小学校

　自然に親しみ、自然環境の大切さを学びながら、身近な人びとと豊
かな交流を図る学習に取り組みます。鷲別小学校

　観光登別温泉再発見のため、温泉の人や自然、地域素材に積極的に
関わり、『ふるさと未知への大紀行』を展開し、ふるさと学習を深め
ます。

登 別 温 泉
中 学 校

　『生き方に触れ』（１年生環境・福祉）、『生き方を探り』（２年
生職場訪問・実習）、『生き方を見つめる』（３年生自らの課題を解
決）の学習をします。

登別中学校

　子どもたちの思いや願いが生かされるようないろいろな体験学習を
取り入れ、広く視野を広げていく学習をします。幌別中学校

　幌別川河川敷での自然体験（１年生）、ボランティア体験（２年
生）、職場体験（３年生）などの学習に取り組みます。西陵中学校

　点字学習、視聴覚障害をもつ方との交流、老人介護の仕方、手話な
ど福祉教育に関する学習に取り組みます。緑陽中学校

　いろいろな人びととの出会いを大切にし、交流していくことで、
『自分の生き方』を見いだす学習に取り組みます。鷲別中学校
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